国際修学旅行 ピープル トゥ ピープル 『学生大使』　　　　長崎県訪問2007
詳細報告 および 

長崎県地域の『次世代型』観光推進についての一考察

　　国際交流・体験教育企画 コーディネーター

2007年ピープルトゥピープル学生大使企画 現地相談役

小関　哲

はじめに

2007年夏 大型国際修学旅行『ピープルトゥピープル学生大使』のため長崎県各地で提供された『体験・交流型教育プログラム』が、世界各地に約27,000人の学生を派遣した同企画の07年度 全48プログラムにおいて『世界第一位』の評価を獲得した（証明書参照）。

この団体はアイゼンハワー大統領により設立され、50年の歴史を持つ世界最大級の国際旅行派遣団体である。各国の旅行会社が提供する教育旅行商品を抑え『世界ナンバーワン』に輝いた長崎県の功績は、きわめて大きい。質のみならず受入の規模においても、同団体は日本を訪れる『欧米人団体』として最大規模の団体であった。

国策『ビジット・ジャパン・キャンペーン』＝ 訪日外国人旅行の誘客において、世界で最も豊かな購買力を有する欧米市場に対するアピール力の弱さが指摘されている。長崎県が今年収めたこの快挙は、日本観光史上の『歴史的ニュース』と言えるのではないか。

また観光以外の様々な場面においても、この新しいタイプの旅行は多くの『経済外効果』を訪問先地域へもたらした。地域コミュニティの活性化、地元学生や若者らに対する影響、国内外への宣伝・PR効果、潜在する『人的・文化的資源の発見』などがその例である。

本報告書においてこの一連の出来事の詳細な報告及び分析を行い、その成功要因の特定を試みたい。当報告が地域の再生・活性化へ向けた取組みの一助となることを願う。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

今回の成功は長崎県および市民有志をはじめとする地域の様々なプレーヤーが連携し、実現したものです。ご協力・応援頂いた全ての方々への感謝を込め、以下ご報告致します。
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ピープル トゥ ピープル 『学生大使』

長崎県訪問 概要および経緯
【企画概要】

訪問規模：　予定： 1組45名（米国人高校生40名・引率5名） × 9本 × 5泊　＝　2,025泊
　　　　　　　 実数： 1組平均40名×9本×5泊＝ 1,800泊　 （*直前キャンセル・病欠等による減）

期間：　　　　2007年 6/12～7/13 （5週間にわたり毎週2グループが来県）

国内旅程：　東京3泊 → 九州7泊（長崎県5泊＋熊本県2泊）→ 京都3泊　＝ 全13泊14日

県内旅程： 1：平戸城下町 → 2･3：県北にて民間交流・自然文化体験 → 4･5：長崎にて平和学習

【主催および関係者】

主催： People to People / ピープルトゥピープル 〈米国ワシントン州〉　
· 1956年アイゼンハワー大統領により設立。国際親善旅行による世界平和への貢献を目指す

· 毎年5万人を越える若者・大人を世界各地に派遣、今後日本への派遣充実を検討中

· 英文企画名： 『Student Ambassador Program / 学生大使プログラム』

· 主催団体情報参照先： http://www.studentambassadors.org/
日本国内主催会社： ＪＴＢ　ＧＭＴ（グローバル・マーケティング・トラベル）社 〈東京〉

長崎県内連絡先：　教育企画プロデューサー　小関 哲（おせき さとし） / info@nagasaki-islands.org　
· 小関 哲（おせき さとし）・・・平戸市出身、United World College英国校 / 京都大学法学部卒業。04年より故郷に戻り国際理解・体験教育企画のコーディネートを仕事としている。かつてアレックス・カー氏（日本文化研究者、『美しき日本の残像』著者）の紹介で担当した『米国高校教師日本研修事業』の米国内における評価がJTB社幹部に伝わり、2007年ＰＴＰ学生大使団の長崎県訪問誘致に成功。

07年 平戸・小値賀・長崎を舞台に行われた 『体験・交流プログラム』は 27,294人の学生が参加した世界48コースの 『学生大使プログラム』 の中 『世界ナンバーワン』 の評価を受け、表彰された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表彰状写真および報道記事参照）
ピープル トゥ ピープル 『学生大使』

長崎県内のプログラム（詳細）

　今回『世界第一位』を獲得した長崎県内の『体験・交流型 教育プログラム』について、以下に詳しく紹介する。これらは平戸・小値賀・長崎 各地の地元受入団体とエリア全体のコーディネーターである小関が共同開発した本格的な外国人用旅行教育プログラムである。期間中は国際経験豊かな若手バイリンガル講師陣が国内外より集い、各地域が提供する様々な旅行素材を日英両語による高度な国際教育プログラムとして完成した。

【基本日程】

　1日目：　東京より平戸へ到着　国際スタッフによる【歓迎式・イントロダクション】

　2日目：　平戸・小値賀の2組に分かれ【町歩き・学校訪問・ホームステイ】

　3日目：　平戸・小値賀の2組で【自然文化体験・ホームステイ】

　4日目：　長崎市へ移動　被爆者・地元学生らを交えた【平和学習プログラム】

　5日目：　終日長崎市内観光

Day 1  到着　―ようこそ日本の玄関口・平戸へ
● 国際旅行イントロダクション　：平戸城下町
･･･平戸に残る歴史遺産を活用したイントロダクションプログラム。平戸城・松浦史料博物館など『日本的』風景の中で平戸市民・関係者らの歓迎を受ける。若手国際スタッフらが操る『本物の英語』により様々な説明を受ける一行は次第に異文化に対する緊張を解き、これから数日間の未知の体験について事前の準備と期待を高めていく。
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来日後東京のみを知る外国人訪問者にとって平戸とは初めて目にする『日本本来の姿』であり、目にする風景・文化・人々との触れ合いすべてに敏感に反応する。『やっと本物の日本にめぐり合った』『このような場所に来るために日本に来た』という喜びの声が到着の瞬間から聞かれる。かつての国際都市平戸が日本の玄関口として再び輝く瞬間である。

Day 2 - 3  本当の日本の中へ　― 自然・文化・人々の暮らし / Into the real Japan

　日本特有の自然・文化が色濃く残る平戸・小値賀の2地域において、学生大使らは様々な体験と出会いを2日間に渡り経験する。

● 城下町歩きゲーム『浴衣でミッション』 : 平戸城下町
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･･･大航海時代～江戸時代を通じ小藩ながらも高い文化が知られた平戸城下町。現在も町のあちこちに『懐かしい』日本的な光景や日々の営みが見られる。現実の城下町とそこに暮らす人々の生活を取り込んだ、遊び心に富む町ぐるみのプログラム。
『浴衣でミッション』：参加者はマップを頼りに渡される『指令＝ミッション』に従って市内各所に設けられた様々なポイント（＝協力を申し出た商店や観光名所など）を巡る。

各ポイントにて日本語のパスワードを告げるとちょっとした『日本的体験』のプレゼントがあり、次のミッションが渡される仕組み。一定数のミッションをクリアすると『昼食券＆英語メニュー』が渡され、外国人受入に積極的な市内飲食店にて外国人専用メニューを簡単にチョイスすることができる。

ミッション例：【『寺院と教会の風景』を探し出し、パスワード『写メール』と告げよ】

⇒ 『寺院と教会』を背景にスタッフが元気な姿を撮影し、米国の両親宛に『写メール』
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パスワード『ユカタ』で大変身　  町のあちこちで様々な出会いも　 各所で『市民サポーター』が活躍

· 島巡り・町歩きプログラム『漁師町さるく』 : 小値賀島 
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･･･ 自然・文化・教育を通したまちづくりで近年注目を集めている小値賀町。いちはやく積極的な誘致・受入体制を整え、多くの住民がこの事業の成功を支えた。

『小値賀町PTP歓迎委員会』： 町役場・観光関係者・教育関係者・町民有志が一体となり、この機会を地域の活性化チャンスとして活用するために組織。実行委員長は町長が務める。

島の優しい自然と心豊かな人々は多くの小値賀ファンを生み、若者らは『いつかこの島にかならず戻ってくる』『まだ帰りたくない』などの言葉を残し名残り惜しそうに去った
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お世話になった島の海を清掃後に　梅雨の雨には番傘を差して　  　 『人の絆』の温もりを知る
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町をあげた歓迎・協力体制　　　 言葉はあまり要らなかった  　     別れ際によく見られた光景
● 生活・文化体験プログラム各種　： 平戸・小値賀の各地にて

・『海辺の塩炊き小屋訪問』 ― 本当の“共生”とは 　　 ：平戸市 根獅子・獅子地区
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･･･平戸で最も美しいと言われる浜で塩を炊き暮らす今井弥彦氏の一家は、日本の伝統的生活から現代に貴重なヒントを投げかける存在として全国的な関心を集めている。氏の仕事・ライフスタイルを通して現代社会や環境問題について学ぶべきものは多く、その話を聞くためにこの場所を訪れる人は後を絶たない。彼の案内で周辺を周り地元で採れた食物を頂くワークショップでは、多くのアメリカの青年男女が彼の生き様に打たれた。
・『海辺の村の暮らし』 ― 海と里の恵み、日本人の知恵 　　　：平戸市 志々伎地域 
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･･･平戸島最南端に位置し地域随一の活気を誇る漁師町、平戸志々伎。地元の方々の指導でその日常の営みの一部を体験する。自らの手で魚を捕まえ地域に伝わる郷土料理を作る 『漁業体験』 『味覚体験』、名山志々伎山の散策や神社の観察など、周辺の自然・歴史・文化を活かした生活文化の体験プログラム。

・『小さな離島の豊かな暮らし』 ― 現代が忘れゆくリズムの中で ：小値賀島・野崎島 
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･･･島民が受け持った学生らを島のあちこちへ案内し、その日常と休日のささやかな楽しみを紹介する。

● 学校訪問 : 平戸・小値賀の 小・中・高校にて
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･･･ 県内各地の国際教育・総合教育に積極的な小・中・高校を訪問。各学校が趣向を凝らす歓迎プログラムにおいて米国人学生は『日本の子どもたちの明るさに勇気づけられる』『集団の中で互いを思いやる文化が素晴らしい』など様々な感想を抱く。学校によっては生徒・教員有志による『歓迎委員会』を設置、異文化学習の機会としてこの訪問を積極的に活用している。英語の習得や国際的な進路を目指す学生にとって貴重な学習機会である。

● ホームステイ交流 : 平戸・小値賀 全域
･･･ 地域・学校の協力を得て募集したホストファミリー宅にて、2日間の生活を共にする。長崎県北で日本人修学旅行向けに広まった『民泊』システムをより『国際交流』に適するようアレンジし、初めて外国人と接する家庭においても数々の『心の交流』が生まれた。
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子供たちは大喜び　　　　　　　　次第に緊張が解けていく　　　　 「いただきます」が流行語に
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島を出た娘さんの浴衣        　　皆で七夕飾りの準備　　　　　　 家族の一員となった学生大使

Day 4 - 5  長崎平和学習プログラム　― 真の友情と平和の構築に向けて

“ Towards our true friendship and peace”
● 『長崎平和学習プログラム』　― 日米の若者による意見交換会　 ：長崎市

3日間の濃密な体験を終え、心の通った人々と別れを告げた彼らは長崎市内にて国際社会の『負の遺産』である原爆被害の実相を知り、衝撃を受ける。
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既に日本人と心の交流を体験した学生らにとって原爆はもはや『教科書上の出来事』ではなく、目の前の優しそうな老紳士の人生に起こった『理不尽な暴力』と映る。『アメリカの若き良心であるあなた達を信じます』『これ以上私のような人間を作らないでください』。全ての学生が真剣な眼差しで被爆者の話に耳を傾け、多くが涙を流しこの事実を共有した。

この体験を通してアメリカ人学生から聞かれたコメントは以下のようなものである。

· 『原爆とはしばしば机上で議論されるような「投下の正当性云々」の問題ではなく、「決して繰り返してはいけない人類の過ち」であることを知ることができた。』

· 『資料館で見た傷を負った被害者の写真が、優しかったホストファミリーのおばあちゃんに重なって見えた。』

· 『アメリカも日本も中国も、全ての国家がたくさんの犯罪を犯してきた。歴史の影の部分に蓋をするのではなく、私たち若者が手を取り合ってそれを見つめなければ』

被爆者の講話後は長崎市内の高校生・大学生らと懇談する場が設けられ、日米の若者らが『未来の平和』を誓い合う光景が見られた。『このような交流の積み重ね無しに真の平和など生まれる訳がない』、『世界中の人がこのような場に参加できたなら』といった感想が毎回のように残された。米国の将来を担う彼ら『学生大使』との真の交流機会の創出は、被爆地ナガサキ・交流県長崎としてより一層の充実を図るべき活動ではないだろうか。

主催者評価　詳細

今回『世界一』を獲得したPTP2007長崎県プログラム評価についての詳細は以下のとおり。
· 評価の基準は各質問について5段階評価のうち『最高』の評価が付いた割合。

· 評価対象は世界48コースで行われ27,294名が参加した中学生・高校生用プログラム。　　　　　　　

· 3つの質問に対する評価および 第2位・3位の得点、平均点は以下の通り
*『ホームステイプログラム』とは昼間の『体験・交流型プログラム』各種を含む
質問1 ： 『私のホームステイプログラムは有意義な学習体験だった』
第一位：JBH（長崎県）、87.8％ 第二位：JAH（日本・岐阜県）、76.0％、第三位LH（日本、Lopresti氏によるアレンジ）、74.1%　全世界平均：58.8%
質問2 ： 『全体的に、私はホームステイプログラムを楽しんだ』
第一位：JBH（長崎県）、90.1％　第二位：GRA（ヨーロッパ）、87.5％、第三位VIH（ニュージーランド）、80.5%　 全世界平均：66.6%
質問3： 『私は私のホストファミリーを来年の学生大使に推薦したい』
第一位：JBH（長崎県）、91.8％　第二位：VIH（ニュージーランド）、82.6％、第三位VJ（オーストラリア）、81.3%　 全世界平均：70.6%　　　　　　　　　　

日本語翻訳以上
*************************************
“My home stay was a valuable learning experience” : JBH 87.8%, JAH (Japan) 76.0%, LH (a Lopresti delegation) 74.1%. Average was 58.8%
“In general, I enjoyed my home stay” : JBH 90.1%, GRA (Europe) 87.5%, VIH (New Zealand) 80.5%. Average was 66.6%, 

“I would recommend my home-stay family to host again” : JBH 91.8%, VIH (New Zealand) 82.6%, VJ (Australia) 81.3%. Average was 70.6%.  
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金子知事/長崎県と小関コーディネーター、小値賀町に対し世界最高プログラムへの感謝状が贈られた。
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アイゼンハワー大統領の孫にあたるマリー・アイゼンハワー氏からの署名（左）
分析および考察　― コーディネーターの視点より

初の『大型国際修学旅行』の受入が、なぜこのような高い評価を得ることができたのか。様々な視点から分析を試み、今後のさらなる成功に役立てたい。

1. 成功要因の分析

2.  PTPの『経済効果』および『経済外効果』

3.  今後に向けた課題および対策

4.  『今後の展望』とさらなる『交流促進・地域活性』に向けた提案

１．成功要因の分析：　今回の主な成功要因として、以下の3点があったと考える。

　

1 自然・文化・歴史など『旅行素材』の豊かさ

2 行政・一般市民による『地域ぐるみのバックアップ』
3 地域の潜在力を『商品』へ仕上げる『システム および 人材』の存在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

成功要因①： 『旅行素材の豊かさ』 については既に長崎県民の良く知るところである。自然・文化が色濃く残る本県は、その国際的歴史と日本的遺産の双方において『世界的観光地として第一級の観光資源』を有している。

成功要因②： 『地域ぐるみのバックアップ』については後段『今後の課題および対策』の項に含めて報告したい。長崎県・県観光連盟による全県的サポート、小値賀町に代表される各地域レベルでの取組み、そして県内政財界・教育界・一般市民県民有志による様々な応援は、誘致段階から本番運営を通して長崎県の『地域力』の強い存在を示した。

ここでは特に

成功要因③： 『システムおよび人材の存在』
　3-1：『地域コーディネーター』と 『国際コーディネーター』の二重の存在  
　　3-2：『若き潜在的人材』の活躍

について詳細な報告を行い、今回成功した図式のさらなる発展を促進したい。

成功要因③： 地域資源を活用・商品化する『システムおよび人材』

● PTP学生大使事業の基本構図

　この事業は【PTP → JTB → 各地受入事業者】という従来の構造に加え、小関の参加による『国際的付加価値』および『地域社会との連携』の強化が行われた。小関に対しては『学生大使事業の求めるプログラムを推薦・補佐』する役割に対し国際企画コンサルタント料が支払われる。小関は日本全国より『適切な能力を持った地域コーディネーター』および『交流事業への取組に積極的な地域』を選び、クライアントに推薦する。

【略図】

　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　  　 　米国ＰＴＰ（主催）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

JＴＢＧＭＴ社（国内受入）
　　　　　　　　　　　　　歓迎・誘致　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適地推薦　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
長崎県・県観光連盟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小関 国際コーディネーター
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訪問

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バックアップ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調整・アドバイス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

各地の地域コーディネーター ・・・ 小値賀・長崎・平戸の各団体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　                              

　　　　　　　　　　　　　　                                        連携  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    地域社会 ・ 『市民サポーター』 ・ 賛同/協力団体など ･･･ 『歓迎委員会』
　　　　　　　　　　　　　  　　旅行受入を活用、地域の活性化へ
　今回学生大使が訪れた主な3地域の『地域コーディネーター』は以下の3団体である。

〇 平戸地域 ･･･『社団法人平戸観光協会』 籠手田恵夫 会長

〇 小値賀地域 ･･･『NPO法人 おぢかアイランドツーリズム協会』 小辻隆治郎 会長

〇 長崎地域 ･･･『任意団体 長崎ユースネットワーク』代表 増永智子 氏（長崎大学学生）

これら団体が学生大使企画の『事業上の受入窓口』となり、各地の役所・有志市民による『地域活性上の事務局（＝ 歓迎委員会） 』と連携して受入全体の成功を担った。

成功要因3-1： 『地域コーディネーター』と『国際コーディネーター』の存在 
今回の成功要因『システム』および『人材』の最たる例は、国際的人脈および交渉能力を持つ小関と、『NPO法人おぢかアイランドツーリズム協会』の存在および連携である。
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町をあげた歓迎・協力体制　　　  公共施設（廃校）の斬新な活用　真心のもてなしを訪問者は忘れない
『NPO法人おぢかアイランドツーリズム協会』　　 http://nozakijima.jp/

人口わずか3千人の離島小値賀島において、設立2年目にしてフルタイムの職員7名を擁し事業収入6千万円を売り上げる『観光を通した地域活性のプロ組織』。05年大阪出身の高砂樹史氏（資料参照）を迎え活動が本格化した。役場・住民と一体となった熱意溢れる取り組みは多くの島外ファンを生み、故郷のように小値賀へ通う都市住民、特に若い女性や外国人など『先進的嗜好』を持ったリピーターが目立つ。キャンプや民泊などの子供・ファミリー対象事業に加え、小関と連携した外資系企業研修の受入など『高付加価値旅行商品』開発に取り組む『次世代型交流産業』の先進地である。07年夏TBS系『情熱大陸』においてアレックス･カー氏を野崎島に案内する様子が全国に放映され、話題となった。

　『プロフェッショナル』として地域をまとめる『コーディネーター』＝ 高砂氏を有することにより、小値賀町はその自然文化や人的エネルギーなどの『潜在的素材』を『商品』として提供することができた。またPTP事業を本県に持ち込んだ小関も本来の業務である『海外との交渉』『地域の国際的アレンジメント』に効果的に専念・分業することができた。

＊ PTPにおいて連携・機能した3つの要素：

　①【地域資源】･･･ 地域の自然・文化・歴史 ＋ 住民の『思い』 ＋ 自治体職員力

　②【地域コーディネーター】 ･･･ これら【地域素材】をプロとしてまとめあげる役割

　③【国際コーディネーター】 ･･･ これら【地域】を世界に紹介し、橋渡しする役割

成功要因3-2： 若き『潜在的人材』の発見

今回小関の下で働いた国際スタッフは4人。彼らの活躍は今回の成功の最大要因だった。若手ならではのセンスと純粋さは受入現場へ活力を与え、『プロ通訳』を圧倒する語学力と周囲への気配りを欠かさない真摯な姿は地域の大人たちに感動を与えた。下記国際学校にて『修行中』の彼らは僅か17･18･21･21歳。日本であれば高校生となる年齢の2名を含む。
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若き国際スタッフに国境はない   この若者達が世界一受賞を支えた   連日深夜に及んだミーティング

このような潜在的人材層の存在を、日本社会および国際旅行業界は知っていただろうか。長崎県がこのような事業を真に担うことのできる人材を擁していたことが今回の『世界一』受賞の決定的要因であり、これまでそれら人材・システムを持たなかったことが『日本』という豊かな素材が欧米市場から評価されてこなかった主な原因である。世界に通用する真の交渉力と国際センスを備える日本人は少ない。これら希少な人材の獲得および育成が、国際観光分野に限らず今後の『21世紀型ビジネス』成功の鍵を握るのではないだろうか。

*国際学校UWCの存在 　www.keidanren.or.jp/japanese/profile/UWC/ ：日本経団連内HP


国際社会のリーダーを養成する目的で1962年に設立された国際教育機関。毎年数百人の若者を全世界より選抜し、世界12校の各キャンパスにおいて2年間の高度な国際人教育を提供する。世界の政財界人が理事職を務め、現名誉会長はネルソン・マンデラ元大統領。日本経団連内に置かれる日本協会の設立は、㈱ソニー創立者 盛田昭夫氏らの貢献による。　

卒業後各国に散る若き国際人達は、そのネットワークを駆使して世界を舞台に活躍する。日本からは毎年10名前後の若者が派遣されており、著名な卒業生として第1期生でソニー･ミュージック･エンターテイメント元社長の盛田昌夫氏、08年スペースシャトルへ搭乗予定の宇宙飛行士 星出彰彦氏ほか、多くの方々が日本を代表する国際人として各界で活躍中。

* 小関は上記UWC英国校への第25期派遣奨学生である。小関が長崎県を拠点に展開予定の国際交流活動・教育関係諸事業には多くのUWC卒業生が就職を含めた関心を寄せている。

2．PTPの『経済効果』および『経済外効果』について
　

【経済効果】： ― ひと夏で初年度3千万円、最大1億円が過疎地域を中心に消費
07年： \17,000（1泊3食＋プログラム＋移動＋雑費）×1,800泊 ＝\ 30,600,000 

09年： \17,000×1,000人×6泊＝ \ 102,000,000 （＊訪問人数・泊数は主催者目標）

＊1億円＝『民泊』普及をリードした松浦体験型民泊の経済効果とほぼ同規模


『ひと夏で一億円』：1台100万円の軽自動車を100台 生産・販売することとの比較

· 設備投資がほとんどゼロ　　（⇔ 工場建設費）

· 商品経費も殆どが地元調達　（⇔ 石油、外国製部品などの輸入部品経費）

· 過疎地域・離島での消費　　（… 従来は新事業・現金収入の発生しにくい地域） 

· 若者やお年寄りが活躍 　　 （…『仕事がない』と言われてきた地域での新型需要）

· 農林水産業・従来型観光業への好影響・循環効果　（… 民泊前後のホテル泊など）

⇒『良質な経済効果』を持つ『次世代型』観光産業 ＝『地産地消・外貨獲得』
　一企画でこれだけの経済効果が発生する『次世代型観光』、仮に県内様々な場所での展開が進めば『農林水産業』『観光業』を主要産業とする長崎県にとって『基幹産業の次世代化』を促し、地域を再生する大きな力となるだろう。『良質な経済効果』については専門的研究を期待したい。『環境・文化・地域にやさしい』21世紀型の経済活動を長崎県が生み出す。地域社会に大きな自信と生きがいをもたらし、日本全国の希望となるのではないだろうか。

【経済外効果】： 

　PTPの訪問は『良質な経済効果』に加え様々な『経済外効果』を地域にもたらした。

　以下の各点に加え、特に『地域の若者・学生たちに与えた教育的効果』を紹介したい。

● 『世界一実績』と『PR・宣伝効果』･･･『国際旅行』『次世代型旅行』先進地イメージ

● 『地域社会』の活性化効果　･･･ 『賑わい』『話題』『地域内のつながり』の促進

● 『地域資源』の再発見効果 ･･･『浴衣でミッション』など『外国人用ソフト』の発明

● 地域の若者・学生たちに与えた教育的効果
　PTP事業が地域にもたらす最大の利益は、その『教育的効果』ではないだろうか。外国の若者たちそして受入を担った若き国際スタッフが地域の若者・学生に与えたインパクトは『衝撃』に近いものがあった。地元高校生らが『どうしたらそんな仕事ができるんですか』『英語の勉強の仕方を教えてほしい』と道行くスタッフを呼び止め、子供たちがその後を追う微笑ましい姿は地域の明るい思い出となった。当事業が本県で成立した最大の理由が『人材』にあったとすれば、『教育』こそがこのような活性化活動拡大への最短距離である。この夏多くの種がこの地域に蒔かれた。子供たちは真直ぐな感性でこの出来事を見ていた。
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若き国際人たちの活躍　　　　　 憧れの眼差しを向ける子ども     地元高校生は同年代の活躍に驚く

小関がある大学で講演をした時のことである。感想を述べながら涙を流し始めた学生が何人も続いた。『本当に信じるもののために頑張ってみていいのだと思った』『世の中こそどうしたらいいかわからないくせに、私たち若者がそのプレッシャーをかぶせられている』

20世紀を通して日本社会は豊かさの代償に多くのものを失い、今深い『迷い』の中にある。

今回『地方で』『若手が中心となって』『前例のない分野で』の成功を収めたことに対する

若者たちの反応は大きい。この出来事が国際観光分野の1ニュース以上の出来事として、

多くの地域人・教育者・若者たちの期待を集めている。学生たちがサークル的な枠組みを設けて『何かできることをさせてほしい』という声があがっており、進展が期待される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(西日本新聞より)
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事後は教育関係者、財界関係者らによる報告依頼が相次いだ。この出来事が地域に与えた希望は大きい

3．『課題』および その対策について　― 受入からの教訓・考察 ―
3-1：平戸・長崎地域の『地域コーディネーター』支援および『地域内連携窓口』の必要

· 町をあげた取組みが大きな地域活性効果を生んだ小値賀町に対して、人口において勝る平戸市および長崎市における取組みは『町ぐるみの地域活性化活動』とまでの基盤は整わず、あくまで有志の『努力』『持ち出し』に頼り収められた成功であった。

· 平戸観光協会および長崎ユースネットワークの関係者は、PTP事業の本地域における長期的意義をいちはやく認識し、誘致から本番運営成功に至るまでの多大な準備とエネルギー、投資的出費をかけてこの事業を地域に繋ぎとめた。この成功の影には数人の中心人物による献身的な貢献、少なくない額の個人的出費があった。

· もっとも平戸・長崎においてこの事業に何らかの協力または関係を持った一般市民はそれぞれ100名を越える。長崎においては市内の高校生・大学生らの高い関心が見受けられ、平戸市においては一般市民・市役所若手有志の個々の貢献が目立った。各地における『機運』は高まっており、『何かできることはないか』との声は多い。

· これら『地域に根付く郷土愛』の交通整理的窓口を設置し、当事業を『一観光事業』以上の『地域に様々なプラスをもたらす活動』として積極的に活用する主体が必要なのではないか。同時に『地域コーディネーター』支援の充実・強化も重要である。
提案：

· 『次世代型交流事業』促進の鍵となる『地域コーディネーター』への支援策充実
· 『地域コーディネーター』と連携するワーキンググループ（協働主体）を市役所内に設置　

＊ 参考例： 小値賀町PTP歓迎委員会

⇒　 町ぐるみの取組みによる『経済効果・経済外効果』の拡大・促進  
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有志が提供下さった海辺の宿舎   毎日のように届けられた差し入れ  若手と先輩方の連携プレーだった
3-2：全県的サポート体制の整備・強化
　地域・現場における成功例として小値賀町の取組みを紹介したが、同時に『県レベル』の支援・バックアップも今回の成功に大きな役割を果たした。長崎県観光振興推進本部・(社)長崎県観光連盟が小関と連携して取り組んだPTP誘致は『官民協働』の成功モデルを本県に残した。米国より主催団体VIPが視察に訪れた際は県知事自ら本県のPRに尽力され、海外の大型顧客獲得に多大な効果があった。若手コーディネーター小関がこの事業を成功させることができたのも、当事業の将来性を認識した各地の様々な実力者の賛同・応援を得ることができたことによる。非常に多くの方々の『思い』が生んだ成功であった。

　この機運を受け、『この流れを全県的に活用・促進する連携主体』の設置を期待したい。今回の取組を通して既に各地・全県のキーパーソンによる人的ネットワークが存在する。そのネットワークに『事務局および実体』を与え、『次世代型観光を通した地域活性化』の推進主体としてこの流れを積極的に『育てる』枠組みを考えてはどうだろうか。

提案：


● 『県および有識者による協働主体』の設置 　例：『次世代型地域活性事業 育成委員会』
● 当該『協働主体』内におけるPTP学生大使事業の『モデル事業』指定および重点的支援

【具体案】

・　『ビジット・ナガサキ・キャンペーン』『人材育成システム』の立ち上げ（後述）

· この流れを『観光のみの取組み』に留めない、地域全体との連携の促進

· 特に『教育行政』との連携　⇒　県内の高校・大学・社会教育への活用

· 『次世代型旅行』『21世紀型事業』先進地としての長崎県のブランドイメージ作り　

などの取組みを、当該『協働主体』の枠組みを中心に推進してはどうだろうか。

4．まとめ　― さらなる活性化に向けた諸提案 ―
　この夏の出来事は、以下の3つを証明する。

　〇『長崎県（日本）は世界的観光地として第一級の可能性を秘めている』

　〇『その潜在的可能性を実現する『鍵』は【システムおよび人材】である』

　〇『このような【次世代型事業】は地域に良質な【経済＋経済外効果】をもたらす』

　このようなチャンスにあたり、当地域において以下のような取組を期待・提案したい。

提案１：『ビジット・ナガサキ・キャンペーン』 ― 長崎がリードする『訪日欧米人旅行』　
長崎県は今年『欧米人旅行市場』において『世界No.1評価』を獲得した。これは訪日外国人旅行業界において本県が質的な絶対有利に立ったことを意味する。当地域はこの『他県にない実績および実力』を積極的に活用・発展させる手段を打つべきである。


【具体案】

・ 『米国市場への切り込み』 ･･･ 世界で最も豊かな旅行市場・『アイゼンハワー』実績

 ⇒『世界遺産』教会群を『高付加価値商品』へ仕上げ、『キリスト教系富裕層』へ
・ 『国際誘客システム』設立 ･･･ 【実績・人材・ノウハウ・人脈】を活用すべきである
　 ⇒『長崎県北米事務所』設置： 日本で唯一『北米市場へアピールできる』観光圏へ
　＊参考：長崎県上海事務所 for 水産業

・ 『次世代型観光業』を担う『人材』の養成

　 　⇒ 次世代型人材育成システム：【長崎県次世代型産業大学院（仮）】（後述）の確立を

　　　　　　　　　　例：小関と同程度の地域活性コーディネーターを10年間で100人に
その他必要策の案：

・『長崎県ブランド』の確立　― 『次世代型旅行先進地』としてのイメージづくり
・『訪日旅行ゴールデンルート』の開発 ･･･東京→京都→長崎県（平戸→小値賀→長崎市）   

* アレックス･カー氏、大手旅行社との連携工夫・強化

・『地域コーディネート組織』の育成・支援

　　　　　　　　　　* 『NPO法人おぢかアイランドツーリズム協会』タイプの団体を重点的支援
提案2 ： 次世代型人材育成システム『長崎県 次世代型産業大学院（仮）』構想
　繰り返し強調されたように、一連の出来事は『適切な人材の存在』により発生･完成した。長崎県には豊富な『素材』が存在する。要はその『素材』をいかに活用するかである。

　UWC卒業生をはじめ、『新しい時代の働き方・生き方』を求め当地域に惹かれる若者は多い。留学経験者や有名企業就職者、高学歴の若者ほど その傾向は強いように思われる。

⇒『地域に眠る廃校・古民家を再生』しそれらを『次世代型産業大学院キャンパス』として国内外・県内外の『優秀な若手人材』を招き居住させ、『次世代型産業の実践者』による『インターンシップ』教育、即ち『第一線のプロ』による人材育成活動を行ってはどうか。

次世代型人材育成システム　『長崎県 次世代型産業大学院（仮）』 構想メモ


場所： 『自然・文化』が豊かで『地域ぐるみ』の活性活動が先進的な地域

拠点： 『廃校』『古民家』などの地域遺産を再生・再利用　 *訪問者用宿泊施設兼ねる 

対象： 『優秀な若手人材』･･･国内外・県内外より募集  *毎年10～15名・18～30歳程度

目的： 『次世代型産業』を担う人材の安定確保 および 県・国をまたぐ人脈の構築

期間：　夏シーズン(体験)・1年コース(研修生レベル)・3年コース（プロ養成レベル）

内容： 『次世代型旅行』など『次世代型産業』実践者による、『ノウハウの伝達』

　　　 『受入地域』の基本産業（農林水産業）および地域活性活動の『実践による学習』

　　　 『第一線のプロ』の人脈を活かした特別イベント・講義など

小関らが構想する『人材育成システム』とは概ね以上のような枠組みである。

『時代を読み、動ける人材』の確保・養成 が何よりの急務であると考えている。
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　　 いま多くの若き人材がこの地に惹かれ、集いはじめている　　　この一台のパソコンが多くを生んだ
おわりに

かつて多くの情報・人材がここ長崎に集まり、日本を動かした時代があった。

　『時代』は再び変わろうとしている。その求める方向のヒントが、この地域にはある。

　現代社会が『失いつつある何か』を、私たちは訪問者へ提供することができる。

　これを私たちはかけがえのない財産として守り、育み、『活用』すべきである。

　

『訪れる者と迎える者』、人間と自然、その双方に利する経済活動の形は必ず存在する。 

　これは単なる『観光促進』ではなく、『理想と現実』の両立を追及する真摯な試みである。

　この地域に働くことが同時に『世界へ貢献する』こととなる時代を、目指したいと思う。　

　人々が誇りと自信と安らぎをもって暮らし、子を育てていくことのできる故郷を願う。

　

以上 感謝を込めてご報告申し上げます。　　　　　　　　　　　　　小関　哲
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七夕の飾りつけを手伝う少女の笑顔。短冊(右下)には『もう一度日本に来れますように』と書いてあった
小関　哲　略歴

1979生、長崎県平戸島に育つ。16歳の夏 高校を退学し、国際学校United World Collegeへ第25代日本人派遣奨学生として留学、Atlantic College（英国ウェールズ州）卒業。 帰国後は京都大学法学部にて国際関係論等を学ぶ傍ら、「美しき日本の残像」著者 アレックス・カー氏の主宰する非営利団体Chiiori Projectにて 日本の自然文化を外国人へ紹介する仕事に出会う。

2004年カナダにて野外活動指導者のトレーニングを受け独立。以降自然体験・異文化交流を取り入れた『旅行型教育プログラム』の企画を主軸とし、次代の人材育成・社会起業拠点建設を掲げる『小さな世界学校・2100年世界トラスト構想』を発表するなど自然・教育・国際分野の活動を展開中。平戸・小値賀島有志の提供家屋を拠点に集う、世界中の仲間たちと共に働く


1979 (誕生) 　長崎県平戸・松浦地方出身の両親の下、生まれる

造船技術者だった父の赴任先 テキサス州ヒューストンにて幼児期を過ごす

　　　　　　  幼稚園～中学校を平戸島にて育つ 

1996 (16歳) 　佐世保北高校を退学、United World College第25代日本人派遣奨学生として

Atlantic College (英国ウェールズ州) へ進学。12世紀古城をキャンパスとする

国際学校にて全世界より集う学友と親交を深め、各国を歩く

1999 (19歳)   京都大学法学部へ入学、国際関係論・ナショナリズム研究等を学ぶ

　 　　　　   キャンプ道具を背に各地の自然に入り、旅・アウトドアの経験を重ねる

2002 (22歳)  「美しき日本の残像」著者 アレックス・カー氏の主宰する非営利団体にて活動

訪日外国人団体に日本の自然・文化を紹介する体験型プログラム企画を担当

2004 (24歳) 　カナダにて野外活動指導者のトレーニングを受け、フリーランスとして独立。

　　　　　　  国際体験と自然体験をミックスした旅行教育プログラムの企画を手掛かりとし、

日本の田舎に眠る魅力と若者のセンスを活かした社会的ビジネスへの模索を始める。

2007 (27歳)   アイゼンハワー元大統領により創設された国際教育団体『ピープルトゥピープル』 学生大使400名の訪問を誘致・運営。全世界27,294名が参加した48プログラムの中『平戸・小値賀・長崎ルート』が世界No.1の評価を獲得し、表彰される

2008 (28歳)   前年の世界一評価を受け、ピープルトゥピープル『平戸・小値賀・長崎ルート』日程が拡充される（6泊7日）。プログラムは2年連続の世界No.1評価を獲得。

2009 (29歳)    新発想の人材育成・社会ビジネス起業拠点を日本の農漁村地域において建設する『小さな世界学校・2100年世界トラスト構想』を発表。長崎県庁の地域活性計画 コンテスト『ながさき夢プロジェクト』において167案件中『奨励賞』を獲得。構想詳細については2010年の発表を準備中。『ピープルトゥピープル』 学生大使の受け入れは3年目を迎える。

· ユナイテッド・ワールド・カレッジ / United World College  ( 略：UWC )

全世界から選抜される若者に2年間の国際人教育を無償で提供する国際教育機関。名誉会長はネルソン・マンデラ元大統領、日本協会（日本経団連内）の設立はUWCの理念に賛同した ㈱ソニーの創立者 盛田昭夫氏らの貢献による。次代の国際社会リーダー間に真の友情を育む場として1962年に設立され、世界12校に展開。日本からは毎年10名前後の若者が派遣されている。

日本人卒業生417名の主な進学先は国内では京都・慶應・東京大学、海外ではロンドン・オックスフォード・ハーバード大学など（進学者数順、2007年）。世界約3万人のUWC卒業生ネットワークを活かし、世界を舞台に活躍する。

著名な日本人卒業生としてソニー･ミュージック･エンターテイメント元社長の盛田昌夫氏（第1期生）、08年夏にスペースシャトルへ搭乗した宇宙飛行士 星出彰彦氏ほか、多くの方々が日本を代表する国際人として各界で活躍中。
http://www.uwc.org/　（英語）
http://www.keidanren.or.jp/japanese/profile/UWC/index.html （日本語：日本経団連内）
· Alex Kerr / アレックス・カー 氏　

　東洋文化研究者、『美しき日本の残像（93年新潮文芸賞）』著者。知日派外国人として知られ近年は観光業界による講演依頼も多い（06年小泉首相と懇談）。司馬遼太郎氏や白州正子氏ら　日本を代表する文化人と語り、この国の自然文化保護について発言を重ねてきた。07年TBS系『情熱大陸』番組内において小値賀の島々を訪れ、『現代日本の奇跡』と絶賛した。

www.alex-kerr.com/html/media_about_alex__j_.html　（日本語記事・特集など）
www.chiiori.org　（四国祖谷地方の古民家を拠点とした、国際的な地域再生プロジェクト）
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